
 

   

 2012年
ねん

11月
がつ

10日
か

、改装
かいそう

工事中
こうじちゅう

の博物館
はくぶつかん

の一室
いっしつ

で、特別
とくべつ

な鑑賞会
かんしょうかい

（※1）が開
ひら

かれました。 

本紙
ほんし

『びとこま』を作
つく

っている美術館
びじゅつかん

広報部
こうほうぶ

のために企画
きかく

された展示
てんじ

は、題
だい

して『人
ひと

と自
し

然
ぜん

：それぞれの表現
ひょうげん

』。

苫小牧市
とまこまいし

博物館
はくぶつかん

の細矢
ほそや

学芸員
がくげいいん

が人
ひと

と自
し

然
ぜん

をテーマに,博物館
はくぶつかん

の収蔵
しゅうぞう

作品
さくひん

（※2）から、絵画
かいが

、コラージュ（※

3）、彫刻
ちょうこく

など全部
ぜんぶ

で9点
てん

を選
えら

んで展
てん

示
じ

しました。 

 記者
きしゃ

たちは、ゆったりと展示
てんじ

された作品
さくひん

を、少
すこ

し離
はな

れたり、ぐっと近
ちか

づいたり、様々
さまざま

な方向
ほうこう

から一人
ひとり

ひと

りが自由
じゆう

に鑑賞
かんしょう

したあと、気
き

に入
い

った作
さく

品
ひん

の前
まえ

で、気
き

に入
い

った作
さく

品
ひん

について感
かん

じたことをおしゃべりしなが

らみんなで鑑賞
かんしょう

する「対話型
たいわがた

鑑賞
かんしょう

」に挑戦
ちょうせん

しました。特
とく

に人気
にんき

のあったのは金属
きんぞく

の彫刻
ちょうこく

『作品
さくひん

』（上田
うえだ

公夫作
きみおさく

）で、子ども記者
きしゃ

たちは周囲
しゅうい

を囲
かこ

み、あらゆる方向
ほうこう

からの見
み

え方
かた

を調
しら

べたり、光
ひかり

のあて方
かた

で影
かげ

のでき

方
かた

が変
か

わることを発
はっ

見
けん

したり、みんなで、じっくり見
み

る面
おも

白
しろ

さを体
たい

験
けん

しました。 

※1 鑑 賞
かんしょう

：芸 術
げいじゅつ

作品
さくひん

などを見
み

たり聞
き

いたりして、その良
よ

さを味
あじ

わうこと 

※2 博物館
はくぶつかん

の収 蔵
しゅうぞう

作品
さくひん

：博物館
はくぶつかん

が持
も

っている作品
さくひん

 

※3 コラージュ：雑誌
ざっし

や新聞
しんぶん

などを画面
がめん

にはる表 現
ひょうげん

  

 

 

 

苫小牧
とまこまい

の美術館
びじゅつかん

の 

魅力
みりょく

を伝
つた

える 

海
うみ

の表面
ひょうめん

じゃない？ 雲
くも

みたい！ 

       私
わたし

が気
き

に 

入
い

ったのは喜
き

田
た

村
むら

 

純
じゅん

さんの『風景
ふうけい

』と 

いう絵
え

と、上田
うえだ

公夫
きみお

さんの 

『作品
さくひん

』というオブジェで 

す。『風景
ふうけい

』という絵
え

は、 

風
かぜ

が流
なが

れるような不思議
ふ し ぎ

 

な感
かん

じの絵
え

でした。 

絵
え

と文
ぶん

・本村
ほんむら

朱里
あかり

          

ぼくが見
み

た作品
さくひん

の 

中
なか

で喜田村
きたむら

純
じゅん

さんの『風
ふう

景
けい

』とい 

う作品
さくひん

に目
め

をひかれました。どうして目
め

を 

ひかれたのかというと、すべて紙
かみ

で出
で

来
き

て 

いたからです。この絵
え

を見
み

ると、風
ふう

景
けい

でも山
やま

の 

風景
ふうけい

に見
み

えます。理由
りゆう

は絵
え

の真
ま

ん中
なか

に山
やま

のような 

紙
かみ

が貼
は

られているからです。この絵
え

を見
み

て、興味
きょうみ

を 

持
も

ったところは紙
かみ

で風
かぜ

のように見
み

えるところがあるこ 

とです。風
かぜ

のように見
み

える理
り

由
ゆう

は、波
なみ

のようになっていて、 

風
かぜ

が流
なが

れているように見
み

えるからです。 

みなさんも、ぜひ見
み

てください。文
ぶん

・的場
まとば

翔
しょう

  

砂
すな

浜
はま

にも見え
み

る！ 

この白
しろ

い波
なみ

みたいな形
かたち

は、 

紙
かみ

を貼
は

ったものだよ。 

なにを表
あらわ

していると思
おも

う？ 



                                                                                        

『作
さく

品
ひん

』というオブジェは、 

何
なに

をあらわしているのかわからない 

ような作品
さくひん

でした。 

変
へん

な形
かたち

で不思議
ふ し ぎ

だったので 

気
き

に入
い

りました。 

絵
え

と文
ぶん

・本村
ほんむら

朱里
あかり

     

博物館
はくぶつかん

広報部
こうほうぶ

向
む

け展示
てんじ

 

『人
ひと

と自然
しぜん

…それぞれの表現
ひょうげん

』 

を見
み

て、絵
え

と彫刻
ちょうこく

9点
てん

の中
なか

で僕
ぼく

が気
き

 

に入
い

ったのは、彫刻
ちょうこく

の岡沼
おかぬま

淳一
じゅんいち

さんが 

作
つく

った作品
さくひん

です。なぜ気
き

に入
い

ったかとい 

うと、複雑
ふくざつ

な形
かたち

をしていて、木
き

で 

出
で

来
き

ているところと、色々
いろいろ

な角度
かくど

 

で見
み

れるところです。 

    ぜひみなさんも岡沼
おかぬま

淳一
じゅんいち

さん 

の彫
ちょう

刻
こく

を見
み

てください。 

文
ぶん

・佐々木
さ さ き

健人
たけと

 

私
わたし

が気
き

に入
い

った 

作品
さくひん

は、上田
うえだ

公夫
きみお

さん作
さく

の『作品
さくひん

』という 

オブジェです。作品
さくひん

の名前
なまえ

が『作品
さくひん

』だな 

んて不思議
ふ し ぎ

でした。それと作品
さくひん

と作品
さくひん

の影
かげ

 

 の形
かたち

が違
ちが

いました。なぜ影
かげ

と作品
さくひん

の形
かたち

が 

違
ちが

うかは、照明
しょうめい

の関係
かんけい

だそうです。 

絵
え

と文
ぶん

・山本
やまもと

舞羽
ま う

 

            私
わたし

が気
き

に入
い

ったのは、『ヴァレンシ 

アの花
はな

祭
まつ

り』（金
かな

崎
ざき

秀
ひで

利
り

作
さく

）です。あまり祭
まつ

りの感
かん

じはわか 

らなかったけど、いろんな表 情
ひょうじょう

があっておもしろかったです。人
ひと

がいっ 

ぱい描
か

いてあってすごいと思
おも

ったし、写真
しゃしん

みたいに絵
え

が上手
じょうず

だったです。絵
え

の  

全体
ぜんたい

の色
いろ

を見
み

たら、赤
あか

・緑
みどり

・茶
ちゃ

色
いろ

などの濃
こ

い色
いろ

が多
おお

かったです。花
はな

がいっぱい描
か

  

 いてあったので、そこで少
すこ

しだけ祭
まつ

りの感
かん

じがありました。祭
まつ

りにシスターが 

   いたのと、あまり笑
わら

っていない人
ひと

がいたのが不
ふ

思
し

議
ぎ

でした。 

文
ぶん

・阿部萌
あ べ も え

夏
か

 

絵
え

・千葉
ち ば

心
ここ

美
み

 



 

苫小牧市
と ま こ ま い し

博物館
はくぶつかん

では、もっと色々
いろいろ

な人
ひと

に、もっと 

色々
いろいろ

な見方
みかた

で芸術
げいじゅつ

を味
あじ

わってもらえるように 

『鑑賞
かんしょう

』のお手伝
て つ だ

いをしています。学校
がっこう

など 

からリクエストがあれば、学芸員
がくげいいん

が 

鑑賞
かんしょう

する方
かた

の年齢
ねんれい

や会場
かいじょう

などに 

合
あ

わせて選
えら

んだ作
さく

品
ひん

を持
も

って行
い

き、 

対話型
たいわがた

鑑賞
かんしょう

の出前
で ま え

授業
じゅぎょう

を行
おこな

います。 

くわしくは、苫小牧市
と ま こ ま い し

博物館
はくぶつかん

までお問
と

い合
あ

わせください。 

もう一
ひと

つ気
き

に入
い

った作品
さくひん

があり

ます。中丸茂
なかまるも

平
へい

さん作
さく

の『晩
ばん

秋
しゅう

』と

いう絵
え

です。とても細
こま

かいところまで

ていねいに描
か

いてあったので気
き

に入  

りました。文
ぶん

・山本舞羽
やまもとまう

  

した。  文
ぶん

・山本
やまもと

舞羽
ま う

 

文
ぶん

・山本
やまもと

舞羽
ま う

 

    私
わたし

が気
き

に入
い

っているのは、たるまえ山
さん

の 

版
はん

画
が

です。版
はん

画
が

は版
はん

画
が

でも、白
しろ

と黒
くろ

ではなく、色
いろ

のついた 

版
はん

画
が

です。こまかい部分
ぶぶん

まですみずみに色
いろ

がついています。作者
さくしゃ

は

川上澄生
かわかみすみお

さんです。記念
きねん

の版画
はんが

です。昔
むかし

は、

苫
とま

小
こ

牧
まい

町
ちょう

でしたが、このころ苫小牧市
とまこまいし

にな

ったそうです。色
いろ

で表
ひょう

現
げん

できています。も

っといろいろ芸
げい

術
じゅつ

や 

     美
び

術
じゅつ

を見
み

てみたいです。絵
え

と文
ぶん

・浜
はま

明日美
あ す み

 

                                      気
き

に入
い

った 

作品
さくひん

は、ぬの、写
しゃ

真
しん

、 

                                     絵
え

の具
ぐ

、雑
ざっ

誌
し

の切
き

り抜
ぬ

きの 

コラージュで表
あらわ

している作
さく

品
ひん

で 

す。日
に

本
ほん

の雑
ざっ

誌
し

や写
しゃ

真
しん

、外
がい

国
こく

の雑
ざっ

誌
し

 

や写
しゃ

真
しん

が使
つか

われていて、その上
うえ

に絵
え

の具
ぐ

 

などが塗
ぬ

ってある作品
さくひん

で、すごくおもしろいな 

と思
おも

ったからです。大
おお

友
とも

一
かず

夫
お

さんの『現
げん

代
だい

-03』と 

いう作品
さくひん

です。絵
え

の具
ぐ

も、黒
くろ

、青
あお

、茶
ちゃ

色
いろ

、白
しろ

などの色
いろ

が 

あり、                   落
らく

書
が

きみたいに 

描
か

かれているのがすごく印
いん

象
しょう

に残
のこ

っています。子
こ

どもの落
らく

書
が

きみた 

いですごくおもしろいなと思
おも

いました。いっしゅん見
み

た時
とき

は、落
らく

書
が

 

きみたいだなと思
おも

ったけど、よくよく見
み

たら、色々
いろいろ

な物
もの

があっ 

たりしてじっくり見
み

ると、おもしろいなと思
おも

いました。      

作
さく

品
ひん

は意
い

外
がい

と大
おお

きくて、びっくりしました。また、 

色
いろ

々
いろ

な作
さく

品
ひん

を見
み

てみたいと思
おも

いました。 

           文
ぶん

・菊池
きくち

りの 

                    自分
じぶん

が選
えら

んだ絵
え

は、風景
ふうけい

の 

絵
え

です。この絵
え

は『晩秋
ばんしゅう

』という絵
え

で、中丸茂平
なかまるもへい

という 

人
ひと

が描
か

きました。ぼくがこの絵
え

を見
み

て、感心
かんしん

したところが 

二
ふた

つあります。一
ひと

つ目
め

は、立
りっ

体
たい

感
かん

や奥
おく

行
ゆ

きがあることです。話
はなし

を 

聞
き

くと、この『晩秋
ばんしゅう

』という絵
え

は、一
いっ

本
ぽん

一
いっ

本
ぽん

細
こま

かく描
か

かれているそうです。 

ぼくは、「一本
いっぽん

一本
いっぽん

細
こま

かくて、そうとう苦労
くろう

したんだなぁ。」と思
おも

いました。二
ふた

つ目
め

 

は、遠
とお

くの木
き

も、とてもリアルに描
か

かれていることです。一
ひと

つ目
め

でも書
か

いた通
とお

り、一
いっ

本
ぽん

 

一
いっ

本
ぽん

細
こま

かく描
か

かれていますが、この木
き

は、ぼくがはじめて見
み

たときに「本物
ほんもの

の木
き

みたい

だなぁ。」と思い
おも

ました。また、この絵
え

は、秋
あき

をモチーフにしているので、とても色
いろ

 

があざやかなところがあり、一
いっ

本
ぽん

一本
いっぽん

の色
いろ

がそれぞれ違
ちが

います。ぼくはこの絵
え

が 

 好
す

きだったのは、シンプルでも中身
なかみ

がしっかりているからです。 

文
ぶん

・望月
もちづき

王
たか

翔
と

 

                     

            

 

ぼくは、『晩秋
ばんしゅう

』を見て、すごい 

なと思
おも

いました。ススキがたく 

さんありました。『晩秋
ばんしゅう

』が一
いち

番
ばん

好
ず

 

きな絵
え

です。中丸茂平
なかまるもへい

さんは、ほかに何
なに

 

を描
か

いているのかなと、思
おも

いました。ス 

スキが黄土色
おうどいろ

で、木
き

の色
いろ

は、こげ茶色
ちゃいろ

と 

茶
ちゃ

色
いろ

と黄土色
おうどいろ

だった。空
そら

は白
しろ

と黄土色
おうどいろ

 

だった。ススキもこげ茶色
ちゃいろ

のところも 

あった。なんでススキと木だけなんだろうなと思
おも

い 

ました。ススキは緑
みどり

のところもありました。 

絵
え

と文
ぶん

・阿部天
あ べ か け

翔
る
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(ﾟ∀ )゚/ 協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い (゚∀ﾟ) 
 

「美術館
びじゅつかん

広報部
こ う ほ う ぶ

」の記者
き し ゃ

であることを証明
しょうめい

す

るカードを提示
て い じ

された方
かた

は、取
しゅ

材
ざい

 

へのご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。 

疑問点
ぎもんてん

や確認
かくにん

等
など

が必要
ひつよう

とな 

る場合
ばあ い

、博物館
はくぶつかん

までご連絡
れんらく

を 

お願
ねが

いします。 

デジタルミュージアムは、博
はく

物
ぶつ

館
かん

の収蔵庫
しゅうぞうこ

に眠
ねむ

っている絵
え

などを大
おお

型
がた

のモニターで 

見
み

てもらうものです。7月
がつ

にオープンする苫小牧市
とまこまいし

美術
びじゅつ

博物館
はくぶつかん

のエントランスロビーに設置
せっち

される予定
よてい

です。博物館
はくぶつかん

が

所蔵
しょぞう

する作品
さくひん

の中
なか

からおよそ1,000点
てん

を見
み

ることができます。 

博物館
はくぶつかん

にある美術
びじゅつ

作品
さくひん

は収蔵庫
しゅうぞうこ

で大切
たいせつ

に保管
ほかん

されています。その収蔵庫
しゅうぞうこ

には土足
どそく

では入
はい

れないほど大切
たいせつ

にされてい

ます。これらの作品
さくひん

一点
いってん

一点
いってん

を写真
しゃしん

に撮
と

り、作品
さくひん

の名前
なまえ

、作者
さくしゃ

や作
つく

られた年
とし

、作
つく

り方
かた

や材
ざい

料
りょう

、大
おお

きさなどのデータ

とともに紹介
しょうかい

するのがデジタルミュージアムです。 

撮影
さつえい

は、苫小牧市
と ま こ ま い し

に昔
むかし

からある志方
し か た

写真
しゃしん

工芸社
こうげいしゃ

のスタッフと博物館
はくぶつかん

の学芸員
がくげいいん

が協 力
きょうりょく

して行
おこな

われました。一点
いってん

一点
いってん

、ていねいに箱
はこ

から取
と

り出
だ

し、本
ほん

物
もの

と同
おな

じ色
いろ

に写
うつ

すため、いろいろな色
いろ

の見本
み ほ ん

が並
なら

べられた特別
とくべつ

な道具
ど う ぐ

を使
つか

っ

て、撮影
さつえい

されていました。（荒井
あ ら い

聖
せい

、伊藤
い と う

なつみ、亀卦川
き け が わ

栞
しおり

） 

タッチパネルで 

見
み

たい作
さ く

品
ひん

を 

探
さが

すと… 

     苫小牧市
とまこまいし

博物館
はくぶつかん

の工事
こうじ

は3月
がつ

いっぱいまで続き
つづき

、 

2013年
ねん

4月
がつ

2日
にち

に博物館
はくぶつかん

が再開
さいかい

して、7月
がつ

下旬
げじゅん

ごろには(仮称
かしょう

) 

 苫小牧市
とまこまいし

美術
びじゅつ

博物館
はくぶつかん

としてオープンします。楽
たの

しみにしてください。 

『びとこま』は、苫小牧市内
とまこまいしない

の小学生
しょうがくせい

が集
あつ

まって、美術館
びじゅつかん

について調
しら

べて 

書
か

いた新聞
しんぶん

です。ぜひ読
よ

んでください。（荒井
あ ら い

楓
かえで

） 


